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◆薬草木からの贈り物

奈良では、薬草木が、薬以外にも薬
やく

湯
とう

、薬
やく

酒
しゅ

、薬
やく

膳
ぜん

など、姿かたちを変えて古くから民衆の生活に

寄り添い続けてきました。

薬湯は、古代、平城京で悪疫が流行した時に、都の南にあった薬園の薬草を薬湯として病人に施し

たのがはじまりで、その後、都の東方にも薬園を新たに設け、今の薬
やく

師
し

湯
ゆ

殿
でん

につながっています。光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

ゆかりの法
ほっ

華
け

寺
じ

には、蒸気に石
せき

菖
しょう

など薬草木をかざし浴室に送る「からふろ」が残ります。また、

奈良時代に記された正倉院の古文書には ､「薬の酒」が記され、古来より生薬を使ったお酒があった

ことを伝えています。大
おお

神
みわ

神
じん

社
じゃ

では、「鎮
はなしずめのまつり

花 祭」の時に三
み

輪
わ

山
やま

に自生する忍
にん

冬
どう

の花と蕾をつけ込んだ

忍
にん

冬
どう

酒
さけ

のほか、一年間の邪気を払い長寿を願って正月に呑む縁起物の酒である屠
と

蘇
そ

の文化を大切にし

ている。寺の精進料理から、美味しく健康にも良い薬草料理として ､ 本葛の刺身など多くのレシピが

研究され、寺の付近で採れる薬草を使った薬膳が食養生の１つとして人々に提供されてきました。薬

草木にかかる祭事として西大寺の大茶盛、神
しん

農
のう

薬
やく

祖
そ

神
しん

祭
さい

、奥田の蓮
はすとりぎょうじ

取り行事、蔵王堂の蛙
かえるとびぎょうじ

飛び行事な

どがあり薬草を体験し大切にする心が、次世代に受け継がれています。

◆「薬草木の花咲く都、奈良」

薬草木の歴史と文化があふれる奈良では、寺社や薬園などで薬草木の花を愛でるだけでなく、まち

なかを散策すると薬、薬膳、薬湯、薬酒など、姿かたちを変えた薬草木からの贈り物たちとともに時

を過ごすことができます。古代より人々の健やかな暮らしを支え続けてきた奈良は、これからも薬草

木文化「薬草木の花咲く都、奈良」としてあり続けます。

霊山寺薬師湯殿 法華寺浴室

忍冬酒 大願寺の薬草料理
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